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第７章 計画の推進に向けて 
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１ 施策の実施状況の点検 

本計画に基づく取り組みの実施に当たっては、年度ごとに点検・評価を行い、その

結果を踏まえたうえで取り組みの充実・見直しを検討する等、PDCAサイクルを確保

し本計画を計画的かつ円滑に推進することが重要です。 

計画の適切な進行管理を進めるために、庁内関係各課を中心に具体的施策の進行状

況について把握するとともに、「日野市子ども・子育て支援会議」において、施策の実

施状況について点検、評価し、これに基づいて対応を

実施するものとします。 

施策の実施状況を確認するためには、より多くの市

民の方々からご意見をいただくことが必要です。その

ため、従来のアンケートだけでなく、市から積極的に

若者が活動する場所に出向いて意見を聴取していく

等、様々な手法を検討します。 

 

 

 

 

２ 計画の進捗状況の公表 

計画の進捗状況は、次世代育成支援対策推進法及び子ども・子育て支援法で定めら

れている事業について、年に１回ホームページで公表します。 

また、計画の見直しや国の動向等で、市民生活に影響を及ぼすと判断される事由が

発生した時は、パブリックコメント（意見公募）を実施するとともに、広報やホーム

ページで周知します。 

 

３ 市民・企業・関係機関との連携 

計画を推進していくためには、児童相談所等の行政組織、民生委員・児童委員協議

会や子育てに関係する市民活動団体等との連携、そして、地域の方たちの協力と参加

が必要です。そのため、市民に対して積極的に情報提供をしていくとともに、市と各

種団体、地域住民との連携を図ります。市町村は子育てに対して多様化するニーズに

対応していくため、保育士、教員、保健師などの子育てに関わる専門職員だけでな

く、ボランティアなど、子育て支援を担う幅広い人材の確保・育成に努め、幅広い連

携を図りながら、地域資源を活かした子育て支援の充実を図ります。


